
科目区分 専門分野 授業科目 地域・在宅看護方法論Ⅰ 

講師名 矢口 由里子 実務経験の有無        有 

単位数（時間） 1単位（15時間） 開講年次 １年次 後期 

講義の概要 

 

地域で生活する人々の健康の保持増進や疾病の予防・介護予防に関わ

る看護の目的と看護師の役割を学ぶ 

目的：地域で生活する対象および地域包括ケアシステムを理解し、多職種連携のもとで自

助・互助・共助・公助をより効果的に活用するための基礎的知識・技術・態度を習

得する。  

教育目標：１）暮らしの拠点としての地域の特徴と生活を理解する。 

     ２）健康の保持増進や疾病予防・介護予防を目的とした看護の役割を理解す

る。 

３）看護の対象と家族の状況に応じた看護過程の展開方法を理解する。 

回 時間 講 義 内 容 

1 2 地域・在宅看護における看護 ・看護の特徴 

・地域包括ケア 

・自助、互助、共助、公助 

・地域の理解 

2 2 生活の拠点としての地域の理解 

【演習】 

個人ワーク、グループワーク、フィ

ールドワーク 

3 2 【演習】 

4 2 【演習】 

5 2 【演習】 

6  2  【発表】 

7 2 看護の役割 看護過程の展開方法 

8   1 単位認定試験 筆記試験 

講義方法 講義・演習 

評価方法 演習：ルーブリック評価５０点 

筆記試験：５０点 

テキスト ・医学書院：系統看護学講座 専門分野 地域・在宅看護論１地域・在宅看護の基盤 

・医学書院：系統看護学講座 専門分野 地域・在宅看護論２地域・在宅看護の実践 

・ﾒﾃﾞｨｯｸﾒﾃﾞｨｱ：公衆衛生がみえる 

備考  

 


